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いになる。「物性論研究 2集jの最終号は、 Vol.13，No.1として 1963年の 1月に発行さ
れた。その号に、私の修士論文が厚かましくも延々37ページに亘って掲載されている。
その後の私の研究テーマにつながる仕事の第一論文で、この論文の内容はすぐに英文に






































そして遂に 1969年 12月には、 3年後輩の蔵本由紀さんをそそのかして、連名で基研
の研究会提案を「物性研究JVol.13ぅNo.3に載せた。
i(仮題)我々は物性物理学の将来を如何に構築していくべきか(若手による研究会開
催提案)Jという仰天するようなタイトルで、研究者の姿勢を聞い、研究はどうあるべき
かを考えようと呼びかけている。「ブラウン運動論と量子力学」と題する論文などと並ん
で掲載されたわれわれの論文は、志を同じくする人たちからは「米沢・蔵本論文Jとし
て一応の評価を得たが、研究会提案は基研の運営委員会で一笑に付された。
若気の杢りだったと思う。問題なのは、問うた内容ではなく、問うた相手である。問
いかけた内容はそれなりに的を射ていたと、今でも考えている。問いかける相手を間違
えた。高飛車に他人に問うべきことではなく、まず己に問うべきことだった。
それからの 40余年、堂々巡りで答えは出なかったが、聞い続けつつ研究を進められる
のを、幸運だと思える日々であった。そういう機会を与えてくれた「物性研究」には、ひ
たすら感謝の一言だ。
福島原発事故の翌年に「物性研究」が終刊になるのは、残念だ。今もし私が編集長な
ら、「福島原発事故を物理学者の立場で考えよう」といった特集を組むだろう。最終号に
山田耕作さんたちの力作が掲載されるのは、ほんとうによかった。この問題の議論は、物
理学会誌では早々と打ち切られてしまった。
冊子としての「物性研究」は本号で終わりになるが、本年4月からは「物性研究・電
子版」が始まる。 Webで、誰もが無料で読めるようになるという。「物性論研究J時代の
孔版印刷から、「物性研究J時代の活字印刷、そしてコンピュータによる印刷を経て、い
ま情報伝達の手段は電子化される。
科学技術の進歩によって、情報はより多くの人たちに共有されるようになった。「物性
研究・電子版Jは、研究そのものだけでなく、周辺のさまざまな問題を論ずるために、従
来の「物性研究」にかわる新しい「場」となるだろう。これまで以上に活発な議論が繰
り広げられることを、心から願っている。
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